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事務局

当協会の趣旨に賛同してくださりご協力をいただいている賛助会員の皆様です。 令和7年9月1日現在

邦楽部門　石井 永子
　令和7年6月16日、大月市立七保小学校へ、箏曲の体験授業

のために尺八奏者等と3名で指導に参りました。あらかじめ学

校で楽器の準備、調弦までしてくださって助かりました。

　3年生から6年生までの20名が1面の箏を2人で使い「さく

ら」を体験しました。4・5・6年生は過年度の体験授業で経験

済みでしたが、一年に一度の授業ですから、思い出しながら一

生懸命に練習していました。初体験の3年生も1時間後の終了

時には大体弾けるようになり、尺八・十七絃等と共に全員で楽

しく合奏ができるようになりました。皆が１時間の中で「さく

ら」が弾けたという充実感を味わってもらえるように指導を心

がけました。「出来た」「弾けた」「またやりたい」「音がきれ

い」等、嬉しい言葉が聞けて安堵しました。

　体験の後の１時間は、箏・尺八・フルート・十七絃による鑑

賞会を行いました。春の海・ジブリメドレー・アニメソング他子

供が喜ぶ曲を演奏し、アンコールの「翼をください」では、歌

いたいと急に児童全員整列してきれいな声で合唱（市の音楽

会で歌ったとか）。感動して目頭が熱くなり、幸せなご褒美を

頂いた思いでした。鑑賞会は演奏体験後でしたので、皆興味

を持って演奏を聴いて楽しんでくれたようです。子供たちの笑

顔と素敵な音色に癒やされたという先生の感想も聞けまし

た。お箏はどんな楽器とも合奏ができ、日本の曲だけではなく

どんな曲でも演奏できる便利な楽器だということも理解しても

らえることができました。

　これからも、和楽器へ実際に触れて演奏する体験を通して、

奏でる楽しさと共に伝統文化に親しんでもらえるよう願ってい

ます。お箏は決して特別な楽器ではなく、気軽に演奏が楽しめ

るということを多くの方々に広められるよう、これからも努めて

参ります。

　山梨県芸術文化協会の各種事業が多くの方々に知られ、ま

すます山梨の文化が充実するよう祈っています。

和楽器専門

Tel&Fax 055-222-7061
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山梨芸術劇場

芸術文化講習会
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大石小学校

身延中学校
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韮崎小学校
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わかば支援学校
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中央高等学校
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玉穂中学校

豊富小学校

湯田小学校

市川中学校

七保小学校

身延清稜小学校

井尻小学校

特別支援学校うぐいすの杜学園

岩手小学校

かえで支援学校

和太鼓　天野会

劇団創作座

やまなし邦楽合奏団「響鳴」

南アルプス桃源交響楽団

やまなし邦楽合奏団「響鳴」

和太鼓　天野会

ハンドクラフト

民謡民舞

朗読

合唱

書道

令和7年 7月 8日（火）

令和7年 8月 9日（土）

令和7年 8月27日（水）

令和7年10月19日（日）

令和8年 2月11日（水）

甲府市南部市民センター

笛吹市スコレーセンター

山梨県立図書館　多目的ホール

ＹＣＣ県民文化ホール

ＡＰＩＯ

音楽

合唱

邦楽

ハンドクラフト

太鼓

書道

美術

部　門 公演団体 実施日 実施校

部門名 実施日 場　所

部　門

太　鼓

演　劇

邦　楽

音　楽

邦　楽

太　鼓

県民の芸術文化活動を支援し、芸術文化の振興を図るため、
学校等へ指導者を派遣しています。

舞台芸術を鑑賞する機会の少ない地域に協会傘下の団体を派遣し、
生の演奏・演技に触れることで舞台芸術に対する理解を深め、視野を広げていきます。

会員のさらなる研鑽・
技術向上のための講習会です。

会員の活動をホームページで 紹介しています。詳しくはこちら

指導者実施校・団体

小野　富美

野澤　二三彦

笠井　魚山

大橋　洋之

田中　志津

岡田　稲香

武井　由苑

雨宮　春聲

鈴木　石蹤

渡辺　花渓

宮田　香彩

望月　みはる

アンサンブル・デルフィーネ 村井　功

ハルモニア ブラス クインテット 二口恵輔

アンサンブル・デルフィーネ 村井　功

ますほマンドリンアンサンブル 今村辰夫

甲府室内合奏団 宮川忠生

いさわマンドリンクラブ 斉藤哲治

アンサンブル・デルフィーネ 村井　功

足達　勝子

落合　節子

落合　節子

落合　節子

依田　浩

落合　節子

石井　永子

雨宮　洋子

小林　珠澄勢

鈴木　逸明

鈴木　逸明

和太鼓　天野会

甲陵中学校

山梨南中学校

塩山南小学校
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石和南小学校

わかば支援学校
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